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【事例】土地利用・水環境・生態系の複合情報を活用した事例 

土地利用や水路の整備状況から、水辺の生き物の生育・生息環境を評価・区分（ゾ

ーニング）し、ゾーニングタイプ毎に環境特性を「生息環境評価マップ」として整

理・活用することにより、広域的な農業地域を対象に複数の環境情報を効率的に収

集・分析することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ（土水路） Ⅱ（二面張り） Ⅲ（三面張り） Ⅳ（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ）

1 棚 田 Ⅰ－１ Ⅱ－１ Ⅲ－１ Ⅳ－１

2 谷 地 田 Ⅰ－２ Ⅱ－２ Ⅲ－２ Ⅳ－２

3
平 野 部
小区画水田

Ⅰ－３ Ⅱ－３ Ⅲ－３ Ⅳ－３

4
平 野 部
中区画水田

Ⅰ－４ Ⅱ－４ Ⅲ－４ Ⅳ－４

5
平 野 部
大区画水田

Ⅰ－５ Ⅱ－５ Ⅲ－５ Ⅳ－５

6 樹 園 地 Ⅰ－６ Ⅱ－６ Ⅲ－６ Ⅳ－６

7 小規模畑地 Ⅰ－７ Ⅱ－７ Ⅲ－７ Ⅳ－７

8
大規模畑地
・ 牧 草 地

Ⅰ－８ Ⅱ－８ Ⅲ－８ Ⅳ－８

9 た め 池

10 市 街 地

　　　　　　　　　  水路区分

 土地利用区分

９

10

生息環境評価マップ ○○地域 

生育・生息環境の評価区分（ゾーニングのタイプ） 

  

 

タイプ Ⅱ-3 

水路区分 二面張水路 

土地利用
区分 

平野部小区画水田 

陸域環境
構成 

 

模式図 

 

 

 

 

 

確認魚類
ｺｲ、ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ、ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ B 型、ｳｸﾞｲ、ﾋﾞﾜﾋｶﾞｲ、
ﾆｺﾞｲ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾅﾏｽﾞ等 

確認地点
番号 

38 

確認種数 11 

魚類 
多様性 
指数 

0.48 

その他 
確認生物

動物：ｼﾏﾍﾋﾞ、ｱﾏｶﾞｴﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ、ｺﾂﾌﾞﾑｼ科の一種、ｱﾒﾘｶ

ｻﾞﾘｶﾞﾆ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ﾅﾂｱｶﾈ、ｱｷｱｶﾈ、

ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ、ﾐﾔﾏｱｶﾈ、ﾋﾙﾄﾞ科の一種、ｱｵｻｷﾞ等 

植物：ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ、ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ、ﾂﾕｸｻ、ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ﾁｶﾞ

ﾔ、ﾐｿﾞｿﾊﾞ、ﾐｸﾘ属の一種、ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ、ﾒﾋｼﾊﾞ、

ﾁｶﾗｼﾊﾞ、ｸｻﾖｼ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｵﾆ

ｳｼﾉｹｸﾞｻ等 

特徴と 
重要性 

■水路内は、多様な流速があり生息環境は、一様でな

い。陸域は、小区間水田が広がり、排水路との連続

性は保たれている。 

その他,

1.9%

緑の多い

住宅地,

9.9%

落葉

果樹園,

0.5%

畑地雑草

群落,

2.5%

水田雑草

群落,

85.3%

その他 

開放水域 0.02%

湿原植生 0.26%

二次草原 0.18%

ヤナギ林 0.01%

落葉広葉樹林 0.75%

植林地 0.33%

造成地 0.31%

市街地 0.00%

環境特性の整理表（例） 

（評価区分：Ⅱ－３） 




